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尿路感染症 に対す るMeropenemの 臨床的検討

東 勇志 ・納屋佳男 ・鴨井和実 ・寺崎豊博 ・渡辺 泱

京都府立医科大学泌尿器科*

新 しい注射 用 カルバペ ネム系 β-ラク タム剤meropenemを 複 雑性 お よび単純性 尿路 感染症

に使 用 し,そ の効果 と安全性 につ い て検 討 した。

対 象 は15歳 か ら83歳 まで の8例 で,500mgを1日2回,5～8日 間点 滴静 注 した。

複 雑性 腎 孟腎 炎 の6例 は,主 治 医判 定で 著効3例,有 効2例,や や有 効1例 で あ ったが,

この うちUTI薬 効評価 基 準 に よる判定 が可 能 であ った4例 で は,有 効3例,無 効1例 であ っ

た。 単純性 腎孟 腎 炎の2例 は,主 治 医判定 で著 効1例,有 効1例 で あ った。

自他覚 的副 作 用 は全例 で認 め られ なか った。 臨床検 査値 の異 常変動 と して1例 に胆 道系

酵素 の上 昇が認 め られたが,投 与 終了 後 には正常へ と改 善 をみ た。
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Meropenem(MEPM)は 住 友製 薬株 式会 社で 開発 され

た新 しい注 射 用 カ ルバ ペ ネ ム系β-ラ ク タム剤 で,ヒ

トの 腎 デ ヒ ドロペ プチ ダーゼ に安 定で あ るこ とか ら,

既存 の カ ルバ ペ ネ ム系 β-ラク タム剤 とは異 な り,単

剤 での 使用 が可 能 とな ってい る1)。本 剤 は グラム 陽性

菌,グ ラム陰性 菌 お よび嫌 気性 菌 に対 して幅 広 い抗 菌

スペ ク トル を有 し,極 め て強 い抗 菌活性 を示 す。特 に

グ ラ ム 陰 性 菌 に 対 す る抗 菌 力 が 強 く,Pseudomonas

aeruginosaを 含 む ブ ドウ糖 非 発 酵 グ ラム陰 性 菌(GNF-

GNR)に 対 して も,イ ミペ ネムや 第三 世代 セ フ ェム剤

よ り優 れた抗菌 活性 を示す とされて いる2)。

今 回我 々 は,MEPMを 複雑 性尿 路感 染症 お よび単 純

性尿 路感 染症 に使用 し,本 剤 の効果 と安全性 を検討 し

た ので報告 す る。

平 成1年12月 よ り平成2年12月 までの 間,京 都府 立

医科 大学 泌尿器 科 に入院 し,本 剤 の治験 に先 立 って同

意 の得 られ た,15歳 か ら83歳 まで の男性3例,女 性5

例 の計8例 を対 象 と した。対 象 とな った感 染症 は,複

雑性 腎 孟 腎 炎6例 と単 純性 腎 孟 腎炎2例 で あ った。 複

雑性 腎 孟腎 炎6例 の基礎 疾患 は,そ れぞ れ前立 腺癌,

腎鋳 型結 石,尿 管結 石,先 天性 水腎症,膀 胱 腫瘍,腎

血腫 で あ り,4例 が カテー テル留 置症 例 であ っ た。単

純性 腎孟 腎炎例 は,骨 肉腫 の後腹 膜転 移 に よ り手術 施

行 後,flomoxefを 投与 したが膿 尿 とと もに発熱 が つづ

き本剤 を使 用 した症 例 と,膀 胱 炎様 症状 を来 し,2週

間程ofloxacinに よる治療 を受 けてい たが,発 熱 のため

当科 入院 となった症例 で ある。

投 与 方 法 は1回500mg1日2回 の 点 滴静 注 で投 与 期

間は5～8日 間で あ った。

対 象 となった8例 の臨床 成績 をTable 1に示 した。複

雑性 腎 孟腎 炎 の6例 は,主 治医 判定 で著効3例,有 効2

例,や や 有効1例 で あ っ た。 この うちUTI薬 効評価基

準31に よる判 定が 可能 で あ った4例 の総 合臨床効果 は,

有効3例,無 効1例 で あ った。

UTI薬 効 評価 基準 合致症 例 につ いて報告 する。

症 例3は38℃ 台 の 熱 が 投 与2日 目で平 熱 とな り,

WBC,CRPと もに正 常化 し,膿 尿 も卅 →+と 改善 し

たた め主 治医判 定 を著効 と した が,UTI薬 効評価基準

で は,菌 陰性 化,膿 尿改 善で 有効 と判定 された。

症例4は38℃ 台 の熱 が投 与2日 目には解熱 し,CRP,

膿 尿の改 善 を認め たため,主 治医判 定 は著効 としたが,

UTI薬 効評 価基 準 で は細 菌尿 不変 の ため無効 と判定 さ

れた。

症例5は39℃ 台 の 熱が 投与5日 目に37℃ に解熱 し,

膿 尿 も卅 →+と 改 善 した ため,主 治医判 定 を有効 と

した。UTI薬 効 評価 基準 で も膿尿 改善,菌 交代 によ り

有 効で あ った。

症例6は39℃ 台 の 熱が 投 与4日 目には37℃ 台 まで解

熱 し,膿 尿 廾 → ±,WBCの 改 善 を認 め たた め,主 治

医判定 を有効 と した。UTI薬 効評 価基 準で は膿尿改善,

菌 陰性 化 で有 効 と判定 された。 以上UTI薬 効評価基準

に合 致 した4例 で は膿 尿 に対 す る効果 は正 常化1例,

改 善3例 で あ り,細 菌尿 に対 す る効果 は菌消 失2例,

菌 交代1例,不 変1例 で あ った。 また単独菌 感染1例 で

有効,複 数菌 感染3例 で 有効2例,無 効1例 であ った。

細 菌 学 的 効 果 につ いて は,本 剤投 与 前 に7菌 種8株
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(Flavobacterium odoratum(2株),GNF-GNR.,coagu-

lase negative Staphylococous (CNS),StaphylococcuS

epidermidis,P.aerugionsa,Enterococcus faecfum,

Group D Streptococcus)が 検 出 さ れ,CNS,S.epidermi-

dfsを 除 き,菌 は 消 失 した 。MEPM投 与 後 出 現 菌 はS.

epidermidis 1株 で あ っ た 。

単 純 性 腎 孟 腎 炎 例 は,症 例7はMEPM投 与 後3日 目

に38℃ 台 の 熱 が 平 熱 と な り,膿 尿 も 廾 か ら+と な り

主治 医 判 定 有 効 と し た 。 症 例8はMEPM投 与 後2日 目

に38℃ 台 の 熱 が 平 熱 と な り,膿 尿 も正 常 化 し た た め

主治 医判 定 を著 効 と した 。

自他 覚 的副 作 用 は 全 例 に認 め られ な か っ た 。 臨 床 検

査 値 の 異 常 変 動 と して,症 例5の 抗 癌 剤 化 学 療 法 後 の

重 症 例 に お い て,本 剤 に よ る と思 わ れ るALP 135→

882→462U/1,γ-GTP44→258→477→277U/l,

LAP33→103→156→106U/1と い っ た 胆 道 系 酵 素 の

上 昇 を認 め た が,投 与 終 了 後検 査 値 は改 善 を示 した

(Table 2)。

今 回我 々の 臨床 効 果 の検討 で はUTI薬 効 評価 基準 に

合 致 した 症 例 は4例 と少 数 で あ っ た が,い ず れ も

piperacillin,cefotiam,cefotetan,flomoxef無 効 の 難治

性 腎孟 腎 炎 であ りなが ら有 効が3例 で あ り,本 剤 の 複

雑性 尿 路感 染症 に対す る有 用性 が示唆 された 。

安 全 性 にお け る8例 の 検討 で1例 にAl-P,γ-GTP,

LAPの 上 昇 を認め たが,投 与終 了後 の検 査値 は改 善 を

示 し,一 過性 の変 化 であ り特 に問題 とな る もの とは考

え られ なか った。

MEPMを ヒ トに投 与 した場 合,血 漿 中 の半減 期 は約

1時 間で あ り,投 与 後6時 間 まで に未 変 化体 と して投

与 量 の約60%が 尿 中 よ り回収 され る。 各種 動 物 で の

臓器 分布 におい て も,腎 臓,前 立 腺 に高 い分布 を示 し

て い る1}。 また 本剤 は グラ ム陽性 菌,グ ラム陰性 菌 お

Table 1. Clinical summary on UTI patients treated with meropenem

CCP: chronic complicated pyelonephritis

AUP: acute uncomplicated pyelonephritis

GNF-GNR: glucose non-fermentative gram-negative rods

CNS: coagulase-negative Staphylococcus

* Before treatment

After treatment
**UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr. :Drs evaluation
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Table 2. Laboratory findings before and after treatment

B: before A: after *: U/1

よび嫌気性菌に対 し幅広い抗菌スペクトルと極めて強

い抗菌活性を示すことから2),当領域での感染症に対

する高い有用性が期待されるが,今 回の成績はそれを

裏付けるものであった。

以上より,MEPMは 泌尿器科領域における感染症,

特に複雑性尿路感染症に有用な薬剤であると考えられ

た。
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CLINICAL EFFICACY OF MEROPENEM ON URINARY TRACT
INFECTION

Yuji Azuma, Yoshio Naya, Kazumi Kamoi, Toyohiro Terasaki and Hiroki Watanabe

Department of Urology, Kyoto Prefectural University of Medicine

Kawaramachi-Hirokoji, Kyoto 602, Japan

Meropenem (MEPM), a new carbapenem antibiotic for injection, was administered to 8 patients, aged

15 to 83 years, with complicated and simple urinary tract infection, by intravenous drip injection of

500 mg twice a day for 5 to 8 days.
Among 6 cases of complicated pyelonephritis, excellent results were obtained in 3, good in 2, fair in

one. Four of these cases satisfied the UTI efficacy criteria, and evaluation was moderate in 3 and poor in

one. One case of simple pyelonephritis was evaluated as excellent, and another case as good.

None of the patients developed subjective or objective side effects. Laboratory examinations revealed

a transient elevation of biliary enzyme in one case.


